
ふりがな

氏名又は
団体名

住    所
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所 在 地

〒　　　　－

担当者連絡先

設立年月日

連絡先 FAX　　　　　　　（　　　　　 ）　 　　　　　　　（　　　　　　）

メールアドレス

団体・企業での応募
の場合に記入

構成員数

代表者職氏名（ふりがな）

担当者職氏名（ふりがな）

活動のテーマ名
（例：Green  NIIGATA～わたしたちのふるさと環境保全活動～）

（ 団体の場合担当者氏名：　　　　　　　　　　　）

活動に関すること（全ての項目を記入する必要はありません）

活
動
の
概
要

目的

活動経過・内容
（いつどのような
活動をしたか）

TEL
活
動
の
概
要

活動により得られた
効果や実績

（活動による環境
保全等の具体的な

効果）

地域とのつながり
（応募者以外の人と
の関わりや広がり）

賞歴（環境関連表彰の受賞歴などを記載してください）

これからの活動
について

（今後の展望や
計画）

これまでの活動
について

（活動を始めた
時期・活動の頻度）

推薦理由

氏名又は
団体名

連絡先 　　　　　　　（　　　　　 ）　　 FAX　　　　　　　（　　　　　）

住    所
又は
所 在 地

〒　　　　　－

ふりがな

推薦者（本人による応募の場合は、記載不要） 本人の同意　有□　　無□

TEL

第29回 新潟県環境賞応募用紙

※ 選考のための資料として、活動内容や成果が分かる写真などの
　 資料をＡ４用紙（片面）５枚を目安に添付してください。
　 メールで応募する場合は、容量を３MB以内に分けて送ってください。

新潟県
環境賞募集
新潟県
環境賞募集
地域の優れた環境保全活動を表彰します地域の優れた環境保全活動を表彰します

第29回第29回

・新潟県環境会議

応募・問合せ先
応募要領は県のホームページに掲載しています。
表彰部門：大賞／カーボンゼロ／エコライフ／地域創り／環境保全／環境教育・学習／エコの芽

新潟県環境会議事務局（新潟県環境局環境政策課）
〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１　TEL ： 025-280-5149

新潟県環境賞にふさわしい取組をしている学校や団体、企業等をご存じの方からの情報提供も受け付けています。
◆情報提供内容 ①取組内容    ②取組をしている団体等の名称及びご連絡先電話番号やメールアドレス
　　　　　　　 ③取組の公式サイトURLなど ④情報提供をいただいた方のお名前、ご連絡先電話番号
◆情報提供方法 件名を「新潟県環境賞情報提供」として、以下のメールアドレスにご連絡ください。
　　　　　　　 メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

詳細は裏面へ

【令和5年度大賞】新潟県立海洋高等学校

応 募 締 切
令和6年

9月20日（金） 必着
自薦・他薦は問いません



　新潟県環境賞は、地域における優れた環境保全活動に対して表彰を行うことにより、県民及び事業者への環境保全に
関する理解を深めるとともに、環境保全活動への意欲を高め、普及促進を図ることを目的としています。

目　的

応募資格

募集方法

応募締切

表　彰

対象となる活動

〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 県庁環境政策課「新潟県環境会議」事務局　　
TEL：025-280-5149（直通）　メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

第29回 新潟県環境賞応募要領

応募先

（１） 新潟県環境賞は、大賞と各部門賞を表彰します。
　 　（活動内容により主催側にて部門を決定しますので、応募時に選択する必要はありません。）
　▶カーボンゼロ部門：2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　▶エコライフ部門：家庭での省エネ等によるCO2排出削減に配慮した活動
　▶地域創り部門：地域づくりにつながる環境保全活動 ▶環境保全部門：地域の自然環境を守る活動
　▶環境教育・学習部門：環境教育・学習、普及啓発に係る活動 ▶エコの芽部門：未来の自然を守る子どもたちの活動
（2） 各部門ごとに審査し、次の点を考慮し総合的に判断します。
　ア　活動の効果（活動による環境保全等の具体的な効果があるか）
　イ　地域とのつながり（個人や組織にとどまらない活動の広がりがみられるか）
　ウ　これまでの活動実績 エ　将来へ向けた活動の展望　　　　
　オ　先駆性、独創性等活動の特色性 カ　他の団体や個人の活動モデルとしての波及効果
（3） 受賞決定者には、賞状と記念品が贈られます。
（4）表彰式は令和6年11月頃に行う予定です。受賞予定者には、事務局から追って連絡いたします。

（1） 県内に居住し、又は勤務する方
（2） 県内に事務所を有するか又は県内を活動範囲とする法人・団体
（3） 過去に「新潟県環境賞」を受賞した個人・団体は、過去の受賞時と比較し、活動の発展がみられること

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、下記の応募先あてにメール又は郵送してください。
※応募用紙は県のホームページからもダウンロードできます。
　https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kankyoseisaku/2024kankyosyobosyu.html

令和6年９月20日（金）【必着】

（１） 2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　　　【例】学校や地域、企業をあげた脱炭素社会実現に向けた活動
　　　　　森づくり等への参加、植林や森林保護等の活動　　など
（２） エコライフに関する活動
　　　【例】にいがたゼロチャレ30の取組（電気のムダ使いを減らすecoな暮らし、地産地消でecoな買い物）　　など
（３） 自然とのふれあいや緑化活動など地域の自然の保護・保全等に関する活動
　　　【例】地域の緑化活動
　　　　　地域の生物多様性の保全に関する活動　　など
（４） 地域の清掃やリサイクル活動など地域の環境美化に関する活動
（５） その他の環境保全活動
　　　【例】地域、学校、企業、認定こども園、幼稚園、保育園等における環境に関する教育・学習活動
　　　　　環境教育指導者等の育成、環境に係る研究活動　　
　　　　　環境保全活動だけでなく、農業・健康・観光等の他の分野にも関連する活動　　など
※学校、個人・団体、企業等の活動が対象となります。

さらに詳しい取組内容や、
受賞者の皆さまからのメッセージを県ＨＰに掲載しています。
新潟県ＨＰ「環境にいがた」 から「令和5年度 新潟県環境賞」で検索！

　田上町は竹林が多く、たけのこの産地として有名です。
一方、高齢化や人口減少により手入れが行き届かなくなっ
た竹林は、景観、たけのこの生産量、雪の重みによる通行
障害という点で地域の課題となっています。
　本校は田上町唯一の中学校として、地域と連携しなが
ら12年前から竹林整備活動に取り組んできました。R4年
からは伐採した竹を活用して竹あかりを作り、町の活性化
につなげる活動にも取り組んでいます。

田上町立田上中学校
（田上町）

守ろう！生かそう！田上の宝
～竹林整備ボランティア活動～

　あてま森と水辺の教室ポポラでは、様々な自然体験プロ
グラム等により、人と自然の関わりの大切さを伝える活動を
行っており、「トキが舞う棚田を目指して」を合言葉に耕作放
棄地を棚田に再生し、無農薬による稲作を行う自然体験プロ
グラムを行っています。
　この活動に共感いただいた安田学園中学校（東京都墨田
区）と協働し、「トキは十日町で定着できるか」をテーマにし
た探究プログラムに取り組んでいます。

　本会議は、市民・事業者・行政が協働して、十日町市環境基
本計画に基づく環境保全活動を推進することにより、十日町
市がめざす環境像「緑豊かで、潤いと安らぎのあるまち」の
実現に寄与することを目的に様々な活動をしています。
　活動の大きな柱として、「子ども世代への環境教育・学習
の支援を通じた地域づくり」をかかげ、「ごみ減量標語コンテ
スト」や「食品ロス削減啓発紙芝居」を実施しています。

あてま森と
水辺の教室ポポラ
（十日町市）

主体性・協調性・創造性を育む探求学習活動
～トキは十日町で定着することが出来るか～

　これまで以上に使用電力の再エネ比率を高め、
環境負荷を低減するため、太陽光発電設備の増
設（157kW→232ｋWへと増強）を行いました。ま
た、当社初の電気自動車を導入し、この充電にも
再エネを利用するとともに、隣接する小学校（避
難施設）に対し災害時の非常用コンセント用電源
として提供する体制を整備しています。

佐渡精密株式会社（佐渡市）
事業活動のあらゆる過程において環境への負荷低減及び地球環境の保全に配慮する

　葛の繁茂による景観、植生への被害が全国的かつ
山古志地域で深刻な問題になっている中で、農業、
バイオテクノロジーの技術を使って葛の活用法を探
索し、その探索により葛の繁茂を抑制する活動を
行っています。この活動により地域住民と学生の交
流が起こり、山古志地域には関係人口が創出され、
学生には地域コミュニティの大切さを学べる副次的
効果が期待されています。

新潟農業･バイオ専門学校､山古志地域梶金集落（新潟市中央区､長岡市）
長岡市山古志地域における葛の利活用を通じ地域活性化を目指した活動

十日町市民環境会議
（十日町市）

子ども世代への環境教育・学習の
支援を通じた地域づくり

　本校と株式会社能水商店（サケの有効活用と本校の職業教育を支援するため設立）、
能生内水面漁業協同組合が連携して、新しいサケの放流方法「発眼卵放流」に取り組み、
鮭増殖事業の担い手不足や経営難を克服することで、能生川で行われてきた鮭増殖事業
を維持・発展させる活動を実施しています。

新潟県立海洋高等学校（糸魚川市）

サケ資源を守る環境教育を通した
地域づくり

エコライフ
部門

エコライフ
部門

環境保全
部門
環境保全
部門

環境教育・
学習部門
環境教育・
学習部門

環境教育・
学習部門
環境教育・
学習部門

カーボン
ゼロ部門
カーボン
ゼロ部門

新潟県
環境賞

大賞
新潟県
環境賞

大賞

令和5年度新潟県環境賞 受賞者の取組紹介



　新潟県環境賞は、地域における優れた環境保全活動に対して表彰を行うことにより、県民及び事業者への環境保全に
関する理解を深めるとともに、環境保全活動への意欲を高め、普及促進を図ることを目的としています。

目　的

応募資格

募集方法

応募締切

表　彰

対象となる活動

〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 県庁環境政策課「新潟県環境会議」事務局　　
TEL：025-280-5149（直通）　メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

第29回 新潟県環境賞応募要領

応募先

（１） 新潟県環境賞は、大賞と各部門賞を表彰します。
　 　（活動内容により主催側にて部門を決定しますので、応募時に選択する必要はありません。）
　▶カーボンゼロ部門：2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　▶エコライフ部門：家庭での省エネ等によるCO2排出削減に配慮した活動
　▶地域創り部門：地域づくりにつながる環境保全活動 ▶環境保全部門：地域の自然環境を守る活動
　▶環境教育・学習部門：環境教育・学習、普及啓発に係る活動 ▶エコの芽部門：未来の自然を守る子どもたちの活動
（2） 各部門ごとに審査し、次の点を考慮し総合的に判断します。
　ア　活動の効果（活動による環境保全等の具体的な効果があるか）
　イ　地域とのつながり（個人や組織にとどまらない活動の広がりがみられるか）
　ウ　これまでの活動実績 エ　将来へ向けた活動の展望　　　　
　オ　先駆性、独創性等活動の特色性 カ　他の団体や個人の活動モデルとしての波及効果
（3） 受賞決定者には、賞状と記念品が贈られます。
（4）表彰式は令和6年11月頃に行う予定です。受賞予定者には、事務局から追って連絡いたします。

（1） 県内に居住し、又は勤務する方
（2） 県内に事務所を有するか又は県内を活動範囲とする法人・団体
（3） 過去に「新潟県環境賞」を受賞した個人・団体は、過去の受賞時と比較し、活動の発展がみられること

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、下記の応募先あてにメール又は郵送してください。
※応募用紙は県のホームページからもダウンロードできます。
　https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kankyoseisaku/2024kankyosyobosyu.html

令和6年９月20日（金）【必着】

（１） 2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　　　【例】学校や地域、企業をあげた脱炭素社会実現に向けた活動
　　　　　森づくり等への参加、植林や森林保護等の活動　　など
（２） エコライフに関する活動
　　　【例】にいがたゼロチャレ30の取組（電気のムダ使いを減らすecoな暮らし、地産地消でecoな買い物）　　など
（３） 自然とのふれあいや緑化活動など地域の自然の保護・保全等に関する活動
　　　【例】地域の緑化活動
　　　　　地域の生物多様性の保全に関する活動　　など
（４） 地域の清掃やリサイクル活動など地域の環境美化に関する活動
（５） その他の環境保全活動
　　　【例】地域、学校、企業、認定こども園、幼稚園、保育園等における環境に関する教育・学習活動
　　　　　環境教育指導者等の育成、環境に係る研究活動　　
　　　　　環境保全活動だけでなく、農業・健康・観光等の他の分野にも関連する活動　　など
※学校、個人・団体、企業等の活動が対象となります。

さらに詳しい取組内容や、
受賞者の皆さまからのメッセージを県ＨＰに掲載しています。
新潟県ＨＰ「環境にいがた」 から「令和5年度 新潟県環境賞」で検索！

　田上町は竹林が多く、たけのこの産地として有名です。
一方、高齢化や人口減少により手入れが行き届かなくなっ
た竹林は、景観、たけのこの生産量、雪の重みによる通行
障害という点で地域の課題となっています。
　本校は田上町唯一の中学校として、地域と連携しなが
ら12年前から竹林整備活動に取り組んできました。R4年
からは伐採した竹を活用して竹あかりを作り、町の活性化
につなげる活動にも取り組んでいます。

田上町立田上中学校
（田上町）

守ろう！生かそう！田上の宝
～竹林整備ボランティア活動～

　あてま森と水辺の教室ポポラでは、様々な自然体験プロ
グラム等により、人と自然の関わりの大切さを伝える活動を
行っており、「トキが舞う棚田を目指して」を合言葉に耕作放
棄地を棚田に再生し、無農薬による稲作を行う自然体験プロ
グラムを行っています。
　この活動に共感いただいた安田学園中学校（東京都墨田
区）と協働し、「トキは十日町で定着できるか」をテーマにし
た探究プログラムに取り組んでいます。

　本会議は、市民・事業者・行政が協働して、十日町市環境基
本計画に基づく環境保全活動を推進することにより、十日町
市がめざす環境像「緑豊かで、潤いと安らぎのあるまち」の
実現に寄与することを目的に様々な活動をしています。
　活動の大きな柱として、「子ども世代への環境教育・学習
の支援を通じた地域づくり」をかかげ、「ごみ減量標語コンテ
スト」や「食品ロス削減啓発紙芝居」を実施しています。

あてま森と
水辺の教室ポポラ
（十日町市）

主体性・協調性・創造性を育む探求学習活動
～トキは十日町で定着することが出来るか～

　これまで以上に使用電力の再エネ比率を高め、
環境負荷を低減するため、太陽光発電設備の増
設（157kW→232ｋWへと増強）を行いました。ま
た、当社初の電気自動車を導入し、この充電にも
再エネを利用するとともに、隣接する小学校（避
難施設）に対し災害時の非常用コンセント用電源
として提供する体制を整備しています。

佐渡精密株式会社（佐渡市）
事業活動のあらゆる過程において環境への負荷低減及び地球環境の保全に配慮する

　葛の繁茂による景観、植生への被害が全国的かつ
山古志地域で深刻な問題になっている中で、農業、
バイオテクノロジーの技術を使って葛の活用法を探
索し、その探索により葛の繁茂を抑制する活動を
行っています。この活動により地域住民と学生の交
流が起こり、山古志地域には関係人口が創出され、
学生には地域コミュニティの大切さを学べる副次的
効果が期待されています。

新潟農業･バイオ専門学校､山古志地域梶金集落（新潟市中央区､長岡市）
長岡市山古志地域における葛の利活用を通じ地域活性化を目指した活動

十日町市民環境会議
（十日町市）

子ども世代への環境教育・学習の
支援を通じた地域づくり

　本校と株式会社能水商店（サケの有効活用と本校の職業教育を支援するため設立）、
能生内水面漁業協同組合が連携して、新しいサケの放流方法「発眼卵放流」に取り組み、
鮭増殖事業の担い手不足や経営難を克服することで、能生川で行われてきた鮭増殖事業
を維持・発展させる活動を実施しています。

新潟県立海洋高等学校（糸魚川市）

サケ資源を守る環境教育を通した
地域づくり
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令和5年度新潟県環境賞 受賞者の取組紹介



　新潟県環境賞は、地域における優れた環境保全活動に対して表彰を行うことにより、県民及び事業者への環境保全に
関する理解を深めるとともに、環境保全活動への意欲を高め、普及促進を図ることを目的としています。

目　的

応募資格

募集方法

応募締切

表　彰

対象となる活動

〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１ 県庁環境政策課「新潟県環境会議」事務局　　
TEL：025-280-5149（直通）　メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

第29回 新潟県環境賞応募要領

応募先

（１） 新潟県環境賞は、大賞と各部門賞を表彰します。
　 　（活動内容により主催側にて部門を決定しますので、応募時に選択する必要はありません。）
　▶カーボンゼロ部門：2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　▶エコライフ部門：家庭での省エネ等によるCO2排出削減に配慮した活動
　▶地域創り部門：地域づくりにつながる環境保全活動 ▶環境保全部門：地域の自然環境を守る活動
　▶環境教育・学習部門：環境教育・学習、普及啓発に係る活動 ▶エコの芽部門：未来の自然を守る子どもたちの活動
（2） 各部門ごとに審査し、次の点を考慮し総合的に判断します。
　ア　活動の効果（活動による環境保全等の具体的な効果があるか）
　イ　地域とのつながり（個人や組織にとどまらない活動の広がりがみられるか）
　ウ　これまでの活動実績 エ　将来へ向けた活動の展望　　　　
　オ　先駆性、独創性等活動の特色性 カ　他の団体や個人の活動モデルとしての波及効果
（3） 受賞決定者には、賞状と記念品が贈られます。
（4）表彰式は令和6年11月頃に行う予定です。受賞予定者には、事務局から追って連絡いたします。

（1） 県内に居住し、又は勤務する方
（2） 県内に事務所を有するか又は県内を活動範囲とする法人・団体
（3） 過去に「新潟県環境賞」を受賞した個人・団体は、過去の受賞時と比較し、活動の発展がみられること

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、下記の応募先あてにメール又は郵送してください。
※応募用紙は県のホームページからもダウンロードできます。
　https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kankyoseisaku/2024kankyosyobosyu.html

令和6年９月20日（金）【必着】

（１） 2050年カーボンゼロの実現に向けた活動
　　　【例】学校や地域、企業をあげた脱炭素社会実現に向けた活動
　　　　　森づくり等への参加、植林や森林保護等の活動　　など
（２） エコライフに関する活動
　　　【例】にいがたゼロチャレ30の取組（電気のムダ使いを減らすecoな暮らし、地産地消でecoな買い物）　　など
（３） 自然とのふれあいや緑化活動など地域の自然の保護・保全等に関する活動
　　　【例】地域の緑化活動
　　　　　地域の生物多様性の保全に関する活動　　など
（４） 地域の清掃やリサイクル活動など地域の環境美化に関する活動
（５） その他の環境保全活動
　　　【例】地域、学校、企業、認定こども園、幼稚園、保育園等における環境に関する教育・学習活動
　　　　　環境教育指導者等の育成、環境に係る研究活動　　
　　　　　環境保全活動だけでなく、農業・健康・観光等の他の分野にも関連する活動　　など
※学校、個人・団体、企業等の活動が対象となります。

さらに詳しい取組内容や、
受賞者の皆さまからのメッセージを県ＨＰに掲載しています。
新潟県ＨＰ「環境にいがた」 から「令和5年度 新潟県環境賞」で検索！

　田上町は竹林が多く、たけのこの産地として有名です。
一方、高齢化や人口減少により手入れが行き届かなくなっ
た竹林は、景観、たけのこの生産量、雪の重みによる通行
障害という点で地域の課題となっています。
　本校は田上町唯一の中学校として、地域と連携しなが
ら12年前から竹林整備活動に取り組んできました。R4年
からは伐採した竹を活用して竹あかりを作り、町の活性化
につなげる活動にも取り組んでいます。

田上町立田上中学校
（田上町）

守ろう！生かそう！田上の宝
～竹林整備ボランティア活動～

　あてま森と水辺の教室ポポラでは、様々な自然体験プロ
グラム等により、人と自然の関わりの大切さを伝える活動を
行っており、「トキが舞う棚田を目指して」を合言葉に耕作放
棄地を棚田に再生し、無農薬による稲作を行う自然体験プロ
グラムを行っています。
　この活動に共感いただいた安田学園中学校（東京都墨田
区）と協働し、「トキは十日町で定着できるか」をテーマにし
た探究プログラムに取り組んでいます。

　本会議は、市民・事業者・行政が協働して、十日町市環境基
本計画に基づく環境保全活動を推進することにより、十日町
市がめざす環境像「緑豊かで、潤いと安らぎのあるまち」の
実現に寄与することを目的に様々な活動をしています。
　活動の大きな柱として、「子ども世代への環境教育・学習
の支援を通じた地域づくり」をかかげ、「ごみ減量標語コンテ
スト」や「食品ロス削減啓発紙芝居」を実施しています。

あてま森と
水辺の教室ポポラ
（十日町市）

主体性・協調性・創造性を育む探求学習活動
～トキは十日町で定着することが出来るか～

　これまで以上に使用電力の再エネ比率を高め、
環境負荷を低減するため、太陽光発電設備の増
設（157kW→232ｋWへと増強）を行いました。ま
た、当社初の電気自動車を導入し、この充電にも
再エネを利用するとともに、隣接する小学校（避
難施設）に対し災害時の非常用コンセント用電源
として提供する体制を整備しています。

佐渡精密株式会社（佐渡市）
事業活動のあらゆる過程において環境への負荷低減及び地球環境の保全に配慮する

　葛の繁茂による景観、植生への被害が全国的かつ
山古志地域で深刻な問題になっている中で、農業、
バイオテクノロジーの技術を使って葛の活用法を探
索し、その探索により葛の繁茂を抑制する活動を
行っています。この活動により地域住民と学生の交
流が起こり、山古志地域には関係人口が創出され、
学生には地域コミュニティの大切さを学べる副次的
効果が期待されています。

新潟農業･バイオ専門学校､山古志地域梶金集落（新潟市中央区､長岡市）
長岡市山古志地域における葛の利活用を通じ地域活性化を目指した活動

十日町市民環境会議
（十日町市）

子ども世代への環境教育・学習の
支援を通じた地域づくり

　本校と株式会社能水商店（サケの有効活用と本校の職業教育を支援するため設立）、
能生内水面漁業協同組合が連携して、新しいサケの放流方法「発眼卵放流」に取り組み、
鮭増殖事業の担い手不足や経営難を克服することで、能生川で行われてきた鮭増殖事業
を維持・発展させる活動を実施しています。

新潟県立海洋高等学校（糸魚川市）

サケ資源を守る環境教育を通した
地域づくり
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令和5年度新潟県環境賞 受賞者の取組紹介



ふりがな

氏名又は
団体名

住    所
又は
所 在 地

〒　　　　－

担当者連絡先

設立年月日

連絡先 FAX　　　　　　　（　　　　　 ）　 　　　　　　　（　　　　　　）

メールアドレス

団体・企業での応募
の場合に記入

構成員数

代表者職氏名（ふりがな）

担当者職氏名（ふりがな）

活動のテーマ名
（例：Green  NIIGATA～わたしたちのふるさと環境保全活動～）

（ 団体の場合担当者氏名：　　　　　　　　　　　）

活動に関すること（全ての項目を記入する必要はありません）

活
動
の
概
要

目的

活動経過・内容
（いつどのような
活動をしたか）

TEL
活
動
の
概
要

活動により得られた
効果や実績

（活動による環境
保全等の具体的な

効果）

地域とのつながり
（応募者以外の人と
の関わりや広がり）

賞歴（環境関連表彰の受賞歴などを記載してください）

これからの活動
について

（今後の展望や
計画）

これまでの活動
について

（活動を始めた
時期・活動の頻度）

推薦理由

氏名又は
団体名

連絡先 　　　　　　　（　　　　　 ）　　 FAX　　　　　　　（　　　　　）

住    所
又は
所 在 地

〒　　　　　－

ふりがな

推薦者（本人による応募の場合は、記載不要） 本人の同意　有□　　無□

TEL

第29回 新潟県環境賞応募用紙

※ 選考のための資料として、活動内容や成果が分かる写真などの
　 資料をＡ４用紙（片面）５枚を目安に添付してください。
　 メールで応募する場合は、容量を３MB以内に分けて送ってください。

新潟県
環境賞募集
新潟県
環境賞募集
地域の優れた環境保全活動を表彰します地域の優れた環境保全活動を表彰します

第29回第29回

・新潟県環境会議

応募・問合せ先
応募要領は県のホームページに掲載しています。
表彰部門：大賞／カーボンゼロ／エコライフ／地域創り／環境保全／環境教育・学習／エコの芽

新潟県環境会議事務局（新潟県環境局環境政策課）
〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１　TEL ： 025-280-5149

新潟県環境賞にふさわしい取組をしている学校や団体、企業等をご存じの方からの情報提供も受け付けています。
◆情報提供内容 ①取組内容    ②取組をしている団体等の名称及びご連絡先電話番号やメールアドレス
　　　　　　　 ③取組の公式サイトURLなど ④情報提供をいただいた方のお名前、ご連絡先電話番号
◆情報提供方法 件名を「新潟県環境賞情報提供」として、以下のメールアドレスにご連絡ください。
　　　　　　　 メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

詳細は裏面へ

【令和5年度大賞】新潟県立海洋高等学校

応 募 締 切
令和6年

9月20日（金） 必着
自薦・他薦は問いません
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又は
所 在 地

〒　　　　　－

ふりがな

推薦者（本人による応募の場合は、記載不要） 本人の同意　有□　　無□

TEL

第29回 新潟県環境賞応募用紙

※ 選考のための資料として、活動内容や成果が分かる写真などの
　 資料をＡ４用紙（片面）５枚を目安に添付してください。
　 メールで応募する場合は、容量を３MB以内に分けて送ってください。

新潟県
環境賞募集
新潟県
環境賞募集
地域の優れた環境保全活動を表彰します地域の優れた環境保全活動を表彰します

第29回第29回

・新潟県環境会議

応募・問合せ先
応募要領は県のホームページに掲載しています。
表彰部門：大賞／カーボンゼロ／エコライフ／地域創り／環境保全／環境教育・学習／エコの芽

新潟県環境会議事務局（新潟県環境局環境政策課）
〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１　TEL ： 025-280-5149

新潟県環境賞にふさわしい取組をしている学校や団体、企業等をご存じの方からの情報提供も受け付けています。
◆情報提供内容 ①取組内容    ②取組をしている団体等の名称及びご連絡先電話番号やメールアドレス
　　　　　　　 ③取組の公式サイトURLなど ④情報提供をいただいた方のお名前、ご連絡先電話番号
◆情報提供方法 件名を「新潟県環境賞情報提供」として、以下のメールアドレスにご連絡ください。
　　　　　　　 メールアドレス：ngt030310@pref.niigata.lg.jp

詳細は裏面へ

【令和5年度大賞】新潟県立海洋高等学校

応 募 締 切
令和6年

9月20日（金） 必着
自薦・他薦は問いません


